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私
は
市
民
と
の
対
話
を
大
い
に
広

め
た
い
と
い
う
こ
と
を
私
の
政
治
理

念
の
根
本
に
あ
る
事
を
は
っ
き
り
と

言
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
行
し
て
お

り
ま
す
が
、
最
近
こ
れ
を
誤
解
し
て

い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
具
体
的
に
申
し
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
市
政
は
多
岐
多
様
に
分
れ
て
お
り

ま
す
。
何
も
か
も
直
接
市
長
に
話
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
事
で
は

市
政
は
麻
痺
し
渋
滞
し
て
し
ま
い
ま

す
。　

市
役
所
に
は
立
派
な
組
織
機
構
が

あ
り
ま
す
。

　
衛
生
上
の
問
題
は
衛
生
課
に
、
土

木
の
問
題
は
建
設
課
に
い
つ
で
も
自

由
に
話
し
て
下
さ
い
。

　
話
の
上
で
理
解
の
し
に
く
い
事
と

か
、
政
治
的
判
断
を
要
し
て
各
課
で

決
め
に
く
い
事
は
助
役
、
市
長
に
も

話
す
事
は
当
然
で
す
か
ら
、
市
政
の

ど
ん
な
問
題
で
も
市
役
所
の
窓
口
に

持
ち
込
ん
で
話
し
て
も
ら
う
事
が
、

私
の
言
う
市
民
と
の
対
話
を
盛
ん
に

す
る
事
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
ら
い

菱画
市
　
長

更
鈴

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
い
ろ
い
ろ
な
市
民
の

会
合
に
は
出
来
る
だ
け
出
席
し
て
話

を
き
く
姿
勢
を
今
後
共
守
っ
て
ゆ
く

考
え
で
す
。

　
も
し
何
も
か
も
市
長
直
接
の
話
で

な
い
と
困
る
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
係

■
＝

木

命、
孝

郎

課
長
も
市
の
職
員
も
不
要
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。

　
職
員
は
私
の
代
理
に
な
っ
て
毎
日

皆
さ
ん
の
た
め
に
働
い
て
い
る
皆
様

の
金
の
卵
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
く
認
識

さ
れ
て
、
大
い
に
活
用
す
る
様
、
特

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

相談ごとは市民相談室へ

　
四
月
よ
り
、
次
の
よ
う

な
相
談
・
苦
情
は
、
市
民

相
談
室
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
利
用
下
さ

人
権
擁
護
相
談
（
毎
月
五
日
〉

行
政
相
談
（
毎
月
五
日
）

消
費
生
活
相
談
〔
毎
週
水
木

交
通
事
故
相
談
　
　
　
金
）

税
務
相
談
（
毎
目
第
二

　
　
　
　
　
週
の
月
曜
日
）

行
政
相
談

　
行
政
相
談
委
員
の
仕

事
は
、
国
、
県
、
市
等
の

繊
簿
㍉
鰐
伸
墨

の
相
談
を
受
け
、
解
決
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
相
談
は
、
直
接
委
員
に
お
話
し
す

る
の
が
一
番
で
す
が
、
電
話
や
手
紙

で
も
結
構
で
す
。
秘
密
を
守
り
、
親

身
に
お
世
話
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

　
　
行
政
相
談
委
員

　
小
関
利
雄
　
（
a
六
－
二
一
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
中
寺
前
七
六
ノ
ニ

　
竹
花
勇
男
　
（
盈
五
－
五
二
八
九
）

　
　
　
　
福
岡
深
谷
字
諏
訪
堂
三
九

小学校

中学校

幻稚園
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一市民相談室

一秘書企画課一秘書係一人事係一企画係一統計係一土地対策係

一総務課工瓢黙講譲講

一管財課工黙用地係一用度係

一税務課一庶務係一市民税係一固定資産税係一納税係

一農　林　課一庶務係一農務係一林務係一畜産係一農林土木係

一商工観光課麟灘ムー働、婦入の家

一保　険　課一庶務係一給付係一保険税係一保険指導係

一衛　生　係一予防衛生係一環境衛生係一保健係一公害対策係

一市民課麟麟灘鷺鷺保育．、

　　　　　　第一、第二児童館、老入福祉センター

一建　設　課一庶務係一土木係一道路管理係一建築係一住宅係

一都市計画課一計画係一区画整理係

一下水道課一庶務係一工務係

一簡易水道管理室一庶務係一施設係

一社会福祉事務所一庶務係一保護係一福祉係

収　　入　　役一会　計　課一出納第一係一出納第二係

固定資産評価員

　　　　　　　　水道事業所一庶務係一給水係一施設係

市　　議　　会　一事　務　局一庶務係一議事係一調査係

務係一施設係一経理係

冨

庶務課一庶

役助

教育委員会環
［

学校教育課

社会教育課

中央公民館

各地区公民館

図書館

市長

選挙管理委員会一事　務　局一庶務係一選挙係一啓発係

監　査　委　員一事　務　局一第1係一第2係

農業委員会一事務局一農地係』農政係

公平委員会一事務局

固定資産評価審査委買会
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春
ま
つ
り
盛
大
に

舜

轍ぷ

貯

黙
．．‘胤

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
絶
や
す
ま
い
と
四
年
前
か
ら
、
白
石
青
年

会
議
所
が
音
頭
を
と
り
、
盛
大
に
し
て
き
た
、
白
石
神
明
社
の
春

ま
つ
り
は
、
ち
ょ
う
ど
桜
も
満
開
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
十
七

日
御
輿
を
先
頭
に
、
甲
冑
武
士
と
甲
冑
に
身
を
固
め
た
可
愛
い
い

武
士
、
十
二
単
衣
を
思
わ
せ
る
祭
り
の
衣
裳
を
着
た
稚
児
行
列
。

今
年
の
山
車
は
中
町
若
者
組
で
出
し
た
風
流
大
坂
城
『
片
倉
小
十

郎
之
図
』
白
石
ゆ
か
り
の
あ
る
山
車
で
沿
道
か
ら
感
嘆
の
声
。

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
元
気
良
く
か
け
声
を
か
け
た
子

供
御
輿
、
企
業
か
ら
の
た
る
御
輿
、
白
石
音
頭
に
の
っ
て
の
、
白

石
婦
人
会
の
お
ど
り
、
市
民
総
参
加
。
白
石
春
ま
つ
り
に
ふ
さ
わ

し
く
、
老
若
男
女
を
と
わ
ず
祭
り
に
参
加
し
た
人
の
波
で
あ
ふ
れ

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
一
方
前
日
か
ら
昨
年
発
足
し
た
、
札
幌
白
石
親
交
会
か
ら
、
ふ

ふ
る
さ
と
の
旅
と
い
う
こ
と
で
旅
行
団
が
訪
れ
ま
し
た
。
　
一
行
は

市
内
の
名
所
旧
跡
、
う
ー
め
ん
工
場
、
弥
治
郎
こ
け
し
等
を
訪
れ
、

ふ
る
さ
と
を
満
喫
し
て
ま
し
た
。
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福
祉
年
金
の

　
　
　
　
　
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

六
月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
国
民
年

金
係
に
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
本
人
や
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
義
務
者
の
昭
和
五
十
】
年
度
中
の

所
得
額
な
ど
を
届
け
出
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
今
年
の
五
月
か
ら
来

年
四
月
ま
で
の
一
年
間
の
福
祉
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

が
決
ま
る
大
切
な
届
書
で
す
。

　
こ
の
届
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と

九
月
の
支
払
日
に
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
五
月
期
の
年

金
を
受
け
取
リ
ま
し
た
ら
そ
の
足
で

国
民
年
金
証
書
を
市
役
所
国
民
年
金

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

．
な
お
、
福
祉
年
金
は
所
得
が
一
定

限
度
以
上
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
支

払
が
と
め
ら
れ
ま
す
。

　
▼
所
得
状
況
届
の
方
法

届
出
期
間

届
出
場
所

五
月
六
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

市
役
所
市
民
課
ま
た
は

出
張
所
、
分
室
へ
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

清水小路、寿町、柳町、本郷第1
第2、第3、第4、鷹巣、上郡山
郡山、小下倉

　　　　　　注　意　事　項

火気のある所で使用しないこと。
食器、飼料、おもちゃ等に直接かけない様にすること。

消毒に従事される方は必すマスクを使用すること。

作業終了後は石けん水で、顔、手、足等をよく洗うこと

←D

国
民
年
金
証
書

＠．

印
鑑
（
年
金
届
出
の
も
の
）

6
扶
養
義
務
者
が
給
与
所
得
者
の

場
合
は
、
昭
和
五
十
一
年
分
の
源

泉
徴
収
票

口
公
的
年
金
受
給
者
は
、
現
在
受

給
の
証
書
ま
た
は
保
管
証

く
わ
し
く
は
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
免
除
制
度
ご
存
じ
で
す
か

昭和52年度第1回一斉消毒日程

男1』区区地曜日月

区

区

区

区

全

全

全

全

川

1可

白日85

越

1［1

平

斎

大

月

火

水

95

105
115

　　全　　　　　　　区

　　全　　　　　　　区

滝上、滝下、尾べら、上原、鎌先

弥治郎、大網、芹沢、八宮

南町、田町・本町・中町・長町、

亘理町、短ケ町、新町、西益岡、

中益岡、東益岡、

大鷹沢

小原

木

金

125
135

岡福土145

石白

沖岡福

日155

東区、北区、南区、

西区上、山根、下原

山の下

西区下岡福月165

岡福火175

石白日225

1
　
2
　
3
　
4

　
保
険
料
が
免
除
に
な
る
場
合
次
の

二
つ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
、
法
定
免
除

　
次
の
方
は
届
出
す
る
と
法
律
上
免

除
に
な
り
ま
す
。

　
ω
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　
を
受
け
て
い
る
方
。

　
回
拠
出
制
障
害
年
金
、
障
害
福
祉

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
。

　
の
国
立
保
養
所
等
に
収
容
さ
れ
て

　
い
る
方
。

二
、
申
請
免
除

　
生
活
扶
助
等
を
受
け
な
く
て
も
所

得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

か
困
難
な
方
は
、
保
険
料
免
除
申
請

々
提
出
し
て
、
認
可
さ
れ
れ
ば
免
除

に
な
り
ま
す
。

　
↑
り
給
付
（
免
除
さ
れ
た
場
合
）

老
令
年
金
の
額
は
、
全
額
納
入
し
し

た
被
保
険
者
の
三
分
の
一
と
な
り
ま

す
。
障
害
年
金
、
母
子
年
金
等
は
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
被
保
険
者
と

同
額
支
給
に
な
り
ま
す
。
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覇

饗

　　　　　　藤

蛾

、
灘謹

ぼ1

極欝

　葦

．触蹴

，
灘

　　髄陽光園スタート，，

　4月1日より、福岡長袋字小倉

山地内の養蚕施設跡地に定員50名

の心身障害児収容学園「白石陽光

園」か27名収容で開園しました。

　畑中勝永園長はじめ職員20名が
・ら・身障害児に仕事・生活の習慣を

身につけさせるとともに、将来は

授産施設として一本立ちさせたい

と展望をいだいています。

　一方、みんなでグランド整備に

力をあわせています。

濃ド跳＾考
騨灘㌧・

援

三人元気に通園

　越河五賀、佐藤利男（30歳）正子

（30歳）さん御夫妻の三つ子の兄第

長男全（あきら）二男成（しげる）

三男存（たもつ）君4歳が越河保育

園に三人元気に通園しています。

　この兄第三人とも夢は大きく、

将来それぞれ、社長、警察官、医

師にと、両親共々に成長が楽しみ
です。
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画
亀
欝

睡蕪

欝
箋
避
〔
白
川
地
区
〕

犬
卒
都
婆
の
碑
　
　
　
白
石
市
史
編
纂
委
員
飯
　
沼
寅
　
治

　
白
川
地
区
に
は
「
義
経
の
東
下
り
」

の
時
の
腰
掛
石
と
か
足
跡
石
と
い
う

伝
説
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、

「
犬
卒
都
婆
・
岩
の
上
」
の
記
念
碑

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
紙
写
真
の
碑
は
、
白
川
地
区
岩

の
上
の
佐
藤
卓
治
氏
宅
の
屋
敷
畑
の

南
端
の
椿
な
ど
の
林
の
中
に
あ
る
。

高
さ
約
一
四
八
㎝
・
幅
約
一
四
〇
㎝

・
厚
さ
約
一
五
㎝
の
花
山
岡
石
で
何
も

劾
ん
で
な
い
碑
で
あ
る
。
碑
の
形
か

ら
板
碑
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
当
地

方
で
は
一
番
古
い
碑
と
言
え
よ
う
。

　
今
か
ら
干
百
年
も
前
の
平
安
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
え
い
さ
ん

嵯
峨
天
皇
の
御
代
、
京
郡
比
叡
山
中

に
、
頭
上
に
二
階
の
松
の
樹
の
生
え

茂
っ
て
い
る
程
の
老
饗
が
い
て
、
時

時
都
付
近
に
出
没
し
て
は
、
人
畜
に

危
害
を
加
え
る
始
末
な
の
で
、
天
皇

は
脳
贈
髄
肌
と
い
う
歌
人
で
学
者
の
参

議
に
命
じ
て
、
こ
れ
を
退
治
さ
せ
る

こ
と
に
し
た
。

　
篁
は
兵
を
ひ
き
い
て
比
叡
山
に
入

っ
た
と
こ
ろ
、
老
猪
は
山
中
を
の
が

れ
の
が
れ
て
会
津
磐
梯
山
の
深
山
幽

谷
の
中
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
探
し

あ
ぐ
ね
た
篁
は
、
残
兵
を
都
に
帰
し

て
一
人
奥
州
に
入
り
、
黒
川
郡
七
ツ

森
の
山
麓
に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
秋

の
夕
暮
だ
っ
た
。
そ
の
時
山
腹
の
粗

末
な
小
屋
の
燈
火
を
見
つ
け
て
、
一

夜
の
宿
を
乞
う
た
。
そ
こ
は
有
名
な

狩
入
の
磐
司
・
磐
三
郎
兄
弟
の
す
み

家
だ
っ
た
。
兄
弟
は
篁
か
ら
く
わ
し

い
事
情
を
聞
い
て
大
い
に
同
情
し
て
、

協
力
し
て
こ
の
老
猪
を
討
ち
と
る

こ
と
に
し
た
。

　
次
の
日
、
三
人
は
兄
弟
の
愛
犬
の

小
馬
の
よ
う
に
大
き
い
白
犬
を
案
内

に
し
て
森
林
に
分
け
入
り
、
老
猪
を

探
し
て
歩
い
た
。
老
猪
は
南
転
し
て

白
石
付
近
の
深
山
に
ひ
そ
ん
で
い
た

の
だ
っ
た
。
脚
を
痛
め
た
箪
た
ち
が

遅
れ
て
現
地
に
つ
い
て
、
老
猪
と
白

犬
の
格
闘
中
な
の
を
見
つ
け
、
兄
弟

の
強
弓
に
よ
っ
て
漸
や
く
老
猪
を
射

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
愛
犬
は
格
闘
の
際
の
重
傷
が
も

と
で
、
こ
こ
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
、
三
人
は
塔
姿
を
建
て
て
、
犬
の

霊
を
供
養
し
た
。
こ
れ
が
村
名
の
由

来
で
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
一
説
に
は
た
わ
む
れ
に
愛

犬
に
対
し
娘
の
大
便
を
食
べ
さ
せ
て

結
婚
の
約
束
を
し
た
と
こ
ろ
、
適
令

期
に
な
っ
た
娘
の
縁
談
の
相
手
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
愛
犬
に
か
み
殺
さ
れ
、
つ

い
に
そ
の
犬
と
夫
婦
に
な
っ
た
娘
が

犬
の
死
亡
し
た
後
、
そ
の
霊
を
慰
さ

め
る
為
建
て
た
も
の
だ
と
も
い
う
。

5



　
人
体
は
温
度

が
変
れ
ば
皮
膚

の
表
面
に
近
い

血
管
が
収
縮
し

て
、
環
境
の
変

化
に
適
応
で
き

る
能
力
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、

こ
の
反
応
が
鈍

け
れ
ば
体
の
調
子
が
狂
っ
た
り

染
に
対
す
る
抵

抗
力
が
あ
っ
て

カ
ゼ
を
ひ
い
た

り
ひ
き
や
す
く

な
っ
た
り
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
　
、
感

着
物
の
着
せ
方
の
め
や
す
は

赤
ち
ゃ
ん
は

厚
着
か
薄
着
か

　
　
そ
こ
で
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

皮
膚
の
鍛
錬
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

従
っ
て
薄
着
の
習
慣
は
有
効
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
か
ら
夜
は
、
寝
ま

き
に
着
が
え
さ
せ
る
時
、
い
っ
た
ん

肌
着
ま
で
ぬ
が
せ
て
着
が
え
さ
せ
れ

夢

　　　　　　　　　　■

ば
皮
膚
が
外
気

に
ふ
れ
て
刺
激
，

に
な
る
わ
け
で
．
一

す
。
こ
の
着
が
、

え
の
習
慣
だ
け

で
も
、
鍛
錬
の

効
果
が
上
が
る
匡

で
し
よ
う
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
、
夏
は

大
人
よ
り
一
枚

少
な
め
、
冬
は

一
枚
多
め
に
し
、
、

寝
か
せ
て
あ
る

時
は
薄
着
に
さ

せ
て
毛
布
に
軽
い
ふ
と
ん
を
か
け
て

加
減
し
て
や
り
ま
す
。
後
え
り
首
か

ら
衣
服
の
中
へ
指
を
入
れ
て
み
て
肌

が
少
し
で
も
し
っ
と
り
湿
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
れ
ば
着
せ
す
ぎ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
洋
さ
い
学
校
に
入
っ
て
、

恵
勉
強
し
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に

泰
行
っ
て
多
く
の
事
を
学
ん
で
き
た
い
。

白一小五年

　小岩

垂
公
戻
飽
だ

　
　
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
郵

　
　
　
　
　
　
♪

　
史
跡
・
名
勝
地
め
ぐ
り

七
ケ
宿
街
道
と
高
畠
町
文
珠
様
参
り

　
よ
り
一
層
郷
土
の
歴
史
を
知
る
た

め
に
歴
史
や
文
化
財
を
た
ず
ね
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
　
5
月
1
5
日
㈲

▼
集
会
場
所
　
白
石
市
中
央
公
民
館

前
　
午
前
8
時
3
0
分
　
昼
食
持
参

▼
コ
ー
ス
ー
白
石
－
材
木
岩
ー
七
ケ

▼
申
し
込
み
　
5
月
1
0
日
ま
で
会
費

を
添
え
て
白
石
市
中
央
公
民
館
へ
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
中
央
公
民
館

（
留
6
1
2
4
5
3
）
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

・
宿
街
道
－
高
畠
町
－
文
珠
様
ー
米
沢
ま
せ
ん
か
。

1
栗
子
峠
－
福
島
ー
白
石

，
▼
会
費
及
び
入
員
千
五
百
円
（
大
人

基
そ
を
端
み
）
5
。
名

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
宮
城
七
団

　
発
団
五
周
年
記
念
式

　
白
石
市
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
発

団
し
て
五
年
に
な
り
、
記
念
式
を
左

記
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
じ
、
　
「
約
束
」
「
お
き
て
」

の
理
念
に
基
づ
き
『
自
己
開
発
』

『
自
然
と
共
に
』
『
人
と
の
交
わ
り
』
を

活
動
の
3
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
少
女

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
活
動
を
す
る

少
女
の
為
の
社
会
教
育
団
体
で
す
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
こ
れ
ら
の
自

覚
を
高
め
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
も
一

日
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
し
て
み

　
　
　
　
　
一
日
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ヘ
の
入
団
資
格
は
、
小
学
校
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
の
少
女
で
す
。

　
会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
や
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
歴
史
等
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
　
5
月
22
日
㈲
　
1
0
時
ー
1
5
時

▽
場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
費
6
1

　
2
4
5
3
）
へ

　
　
残
雪
の
南
蔵
王
山
開
き

　
大
自
然
の
宝
庫
南
蔵
王
、
今
年
は

特
に
残
雪
が
多
い
の
で
屏
風
岳
直
登

コ
ー
ス
を
設
け
ま
す
の
で
参
加
し
ま

し
よ
う
。

▼
日
程
　
五
月
二
十
一
日
出
ー
五
月

二
十
二
回
　
五
月
二
十
一
日
白
石
駅
前

観
光
案
内
所
午
後
四
時
二
十
分
集
合

五
月
．
一
十
二
日
　
京
成
ロ
ッ
ジ
出
発

ー
垂
清
沢
－
南
屏
風
岳
～
京
成
ロ
ッ

ジ
ー
白
石
着
（
十
六
時
三
十
分
）

▼
募
集
入
員
　
二
十
名

▼
会
　
費
　
　
四
五
〇
〇
円

▼
申
込
期
限
　
五
月
十
五
日
（
但
し

定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

▼
申
し
込
先
　
白
石
市
観
光
案
内
所

　
　
　
　
　
　
　
E
⑥
ー
二
〇
四
二

6

蔚

私
の
ゆ
め
は
、
母
と
い
っ
し
ょ
に

洋
さ
い
店
を
経
営
す
る
こ
と
で
す
。

　
外
国
の
町
で
、
す
て
き
な
服
を
き
一
、

て
い
る
人
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
本
に
も
、

の
っ
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

み
ん
な
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
に
あ

う
服
を
つ
く
り
た
い
。
何
年
も
苦
労

し
て
洋
さ
い
を
覚
え
た
母
と
い
っ
し
－

よ
に
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
洋

さ
い
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
・
　
麟

畷く

を
い

どんな凌て毛才

〔

総

相
　
談
　
区
　
分

行
　
　
政
　
相
　
　
談

定
期
生
活
相
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
　
務
　
　
相
　
　
談

相
談
日

6
6
・
1
6
・
2
5

23
2
　
17

612279

時

間

0
寺
～
2
寺

10

時
～
1
2
時

9
時
30
分
～
1
5
時

0
寺
～
4
寺

－
日
　
　
　
ー
ロ
ロ

0
寺
～
2
寺

3
寺
～
4
上
寸

0
寺
～
2
寺

－
日
　
　
－
礁

0
寺
～
6
寺

場
　
　
所

市
役
所
市
民
相
談
室

市

役

所

市

役

所

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
市
民
相
談
室

市
役
所
福
祉
事
務
所

斎
川
公
民
食官

市
役
所
市
民
相
談
室

蟹

　
緑
が
丘
に
建
設
し
た
県
営
住
宅
、

（
第
1
種
）
の
入
居
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

住
住
宅
の
概
要

▼
住
宅
名
　
寿
山
住
宅
（
緑
が
丘
二

　
丁
目
1
番
6

▼
募
集
戸
数
　
3
戸

▼
家
賃
　
5
、
五
8
円
⊥
三
、
8
0
円

▼
申
込
期
間
5
月
9
日
～
5
月
13
日

▼
受
付
場
所
　
市
役
所
建
設
課

そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
建
設
課
（
費
五
－
二

二
一
内
線
二
四
二
）
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
市
で
は
4
月
1
日
か
ら
市
内
の
小
企

業
の
方
で
事
業
資
金
を
必
要
と
し
て
融

資
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
無
担
保
、
無

保
証
人
で
融
資
の
斡
旋
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
融
資
の
条
件
は
運
転
資
金
及
び

設
備
資
金
で
一
企
業
当
り
3
0
万
円
を
限

度
と
し
、
2
4
ヵ
月
以
内
返
済
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
窓
口
は
、
市
役

所
商
工
観
光
課
又
は
商
工
会
議
所
て
あ

り
、
指
定
金
融
桟
関
は
、
仙
南
信
用
金

庫
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
市
商
工
観
光

課
（
岱
五
！
三
＝
内
線
二
一
一
）
又
は

商
工
会
議
所
（
費
六
ー
三
空
）
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

地価の目安に一
　市内地価公示発表

　国土庁は4月1日全国の地価を公示しました。
　地価公示は一般の土地取引価格に対して正常な価格

をお知らせし、地価の目安について正しい知識をもっ

ていただくため、毎年1月1日現在の1m3当1）の正常
な価格を公示するものです。

　公示は官報で行われますが、官報と同じ内容を記載

した全国の標準．地についていつでも市役所秘書企画課

において闘覧することができます。

　白石市内の標準地の公示価格は別表のとおりです。

　詳しくは市役所秘書企画課土地対策係（T　E　L5－

2111、内線327）へお問い合せください。
地価公示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く52・4P

白石駅からの距β維

12km

14km

200n

刊用の現況公示価格標準地の所在

20．4001宅
20．000

16．0001宅15、5QO

店舗兼住宅85，00084．500

白石市宇中寺前

　　　　30－4

白石市郡山宇花
　　見平22一一27

白石市字本町
　　　104－4

　
市
道
・
農
道
等
の
市
管
理
用
地
に

つ
い
て
は
、
す
み
や
か
に
登
記
事
務

処
理
を
行
う
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
い
ま
だ
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
地
権
者
に

は
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
市
管
財
課
で
は
、
末
登
記
の
土
地
を

把
握
し
た
う
え
で
登
記
事
務
を
行
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
市
に
登
記
さ
れ
て

い
な
い
土
地
を
お
持
ち
の
方
は
、
申

出
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
申
出
用
紙
は
、
各
出
張
所

分
室
ま
た
は
管
財
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
管
財
課
（
厭

五
－
二
一
一
一
内
線
三
〇
二
）
へ
。

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×X××××××××××

　白石市の人口

　　　　4月1日現在

総人口　41，320人

　男20，110人
　女21，210人
世帯数　10、051世帯

X×××××××××××

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

　
青
年
会
議
所
宮
城
ブ
ロ
ッ
ク
会
員

大
会
が
白
石
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
地
方
自
治
を

見
直
そ
う
」
で
す
。
青
年
会
議
所
会

員
並
び
に
一
般
市
民
の
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
、
共
に
地
方
自
治

を
見
直
し
、
自
治
意
識
の
高
揚
を
は

か
り
、
住
み
よ
い
豊
か
な
街
作
り
に

行
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
5
月
1
5
日
㈲
1
3
時
～
蛤
時

▼
場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
○
記
念
講
演

　
『
地
方
自
治
を
考
え
る
』

　
　
講
師
東
北
大
学
名
挙
教
授

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
多
喜
雄

　
○
映
　
　
画

『
海
外
に
見
る
地
方
自
治
』

　
N
H
K
海
外
取
材
番
組
か
ら

　
○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
私
た
ち
と
地
方
自
治
」

パ
ネ
ラ
ー

宮
城
県
知
事
山
本
壮
一
郎

東
北
大
学
名
誉
教
授
　
加
藤
多
喜
雄

白
石
市
長
鈴
木
孝
一
郎

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

河
北
新
報
社
編
集
局
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
極
　
昭

なみ

飢
図
書
館

新
入
図
書
紹
介

　
貸
本
は
一
切
無
料
で

　
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

民
話
の
旅
（
東
日
本
編
）
永
田
　
義
直

略
画
事
典
　
　
　
　
　
刀
禰
　
宣
研

比
の
［
戦
　
　
　

古
川
金
三

秋
の
朝
光
の
な
か
で
　
辻
　
　
邦
生

現
代
の
日
本
経
済
　
　
林
　
　
直
道

世
界
の
古
典
名
著
　
　
長
谷
川
国
雄

ア
イ
ヌ
の
文
学
　
　
　
久
保
寺
逸
彦

象
徴
の
設
計
　
　
　
　
松
本
　
清
張

深
代
惇
郎
の
天
声
人
語
深
代
　
惇
郎

気
学
推
名
　
　
　
　
　
田
口
　
真
堂

な
ぜ
ベ
ス
ト
を
、
　
G
ー
カ
ー
タ
ー

　
　
つ
く
さ
な
㌧
か

失
敗
し
な
い
生
き
方
モ
レ
シ
ャ
ン
F

日
本
の
剣
豪
・
名
勝
負
伽
森
川
　
哲
郎

定
年
後
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
誠
三

間
違
い
だ
鎗
謬
び
徳
大
寺
有
恒

記
弁
論
理
学
　
　
　
　
野
崎
　
昭
弘

地
形
を
さ
ぐ
る
　
　
　
金
子
　
史
朗

陸
上
植
物
卿
と
進
化
當
誠

昔
話
の
伝
播
　
　
　
　
福
田
　
　
晃

永
紋
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
淳
｝

木
枯
し
の
庭
　
　
　
　
曾
野
　
綾
子

銀
行
　
　
　
朝
日
新
聞
社
経
済
部

総
評
の
す
べ
て
　
　
　
気
賀
　
健
三

地
獄
と
人
間
　
　
　
　
西
郷
　
信
綱

最
後
の
親
鷺
　
　
　
　
吉
本
　
隆
明

歌
集
循
環
　
　
　
　
　
青
野
　
う
た

非
購
轡
峨
雑
の
能
重
真
作

県
政
の
成
果
五
十
年
度
　
　
宮
城
県

柴
田
町
の
文
化
財
柴
田
町
文
化
財
保

　
　
　
　
　
　
護
　
委
　
員
　
会

（
以
上
新
入
書
の
一
部
を
紹
介
レ
ま
す
）
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撫捧繍

慧
シ

野蝋

日

2

4

6

9

10

11

12

16

1B

19

23

24

25

26

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教、室

3ヵ月児4寅言参
健　　彦長　　木目　　言炎

妊　婦　教　室

健　康　相

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

12ヵ月児検診

3ヵ月児検診
健　庫　相　談

室教婦妊

健　康　相　談

妊　婦　教　至

6ヵ月児朽～診
健　康　相　談

妊　婦　教　室

3才6ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

6ヵ月児検診

受付時間

9：30～ll：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

12二40～12：50

9：30～11：30

13：00～14＝00

9：30～11：30

13；00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

12：40～12：50

12：40～12：50

9；30～11130

13100～14：00

9：30～「11：30

13：0（1～14；00

12：40～12：50

9：30～11：30

13：00～14：00

12130～13：00

9：30～11：30

13：00～14：00

］2：40～12：50

場　　　所

白石市役所

大鷹沢公民館

白石保健所

越河出張所

大平公民館

白川公民館

市　民　会　館
白　　石　　f呆　　1建　　戸斤

三住婦入ホーム

小原診療所

白石保健所

斎川公民館

白石保健所

福岡公民館

白石保健所

対 象 者

自石地区の方

大鷹沢地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい。

越河地区の方

大平地区の方

白川地区の方

昭和51年4月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい。

三住地区の方

小原地区の方

昭和51年11月出生で越河、斎lli、大乎、大耳尺、白川．幅岡、小原地区の与

斎川地区の方

昭和48年11月出生の方

福岡地区の方

ll月出生で白石地区の方
轡

各地区で実施している
　　　妊婦教室とは

　ご妊娠おめでとうございます。あなたの中で、ち

っちゃな生命が芽ばえたのです。

　清らかに、でもまだたよりなげに頬ずりされる日

を待っています。お母さんになるあなた、この生命

を、このもう一入の家族を大切にお育てください。

　あなたが素晴しいお母さんになられるようにあな

たのご家庭の幸せを祈って　妊婦教室を開いて、御

相談に応じております。

　どうぞお気軽に御利用ください。

〉相談内容

瑠膿蕪雛隷臨雛鱗1？課倉・希望・な1・場合・

　　　　ジフテリア・百日咳・

　　　　破傷風の予防接種実施

　あなたのお子さんに、ジフテリア、百日咳、破傷
風（三．任‘昆合）の定期予防接種（第一期）をおこな
います。

　この予防接種は、予防接種法に基づいて実施する
ジフテリア、百日咳（二種混合）と破傷風の予防接
極を同時におこなうものです．

〉日　時　5月17日　13：3Q～14100

》場所市民会館
レ料　金　無　料
レ対象者　49年10月1日から5（》年3月31日までの出生者

〉その他
①記載した問診票と母子手帳は必す持参して下さい。
②身r本に異状がある場合は、接種前に医師の診断を

　受けてきてください

　　　　　　　　　　　　　　市衛生課にご連絡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼻

休日急患当番医
日

1
3
5
8

曜

日

祝

日

日

内 科

大沼医院⑤2502
芭医院⑤2410
加藤（司）医院　⑤200／

引地医院⑤2036

外 科

刈田病院⑤2145
宮城医院⑤2062
加藤（潟医院　⑥2653

朝倉病院 ◎2101

日　曜

15　日

22　日

29　日

内 科

亘理医院⑤8501
柿崎医院⑤2210
大沼医院　⑤2502

外 科

刈田病院⑤2145
銭谷医院⑤2010
宮城医院⑤2062

※都合により変更になる場合もあります。


